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手伝うことの依頼に対する「断り」の日タイ対照研究 

―同等の相手からの重い依頼の場面の分析― 

 

プーンウォンプラサート タニット 

 

1. はじめに 

我々が他者とコミュニケーションを円滑に行うには、人間関係・相手の社会的地位など

の社会文化的コンテクストに配慮し、適切な表現を使用しなければならない。特に、本稿

で扱う「断り」は相手の意向に逆らうことなので、良好な人間関係を損ねないように表現

に十分に気をつけることが重要になる。ネウストプニー(1991)は、コミュニケーション

は、言語と文化という枠組みからなり、言語能力だけでなく社会文化能力と社会言語能力

も重要だと述べているが、異なる文化的背景の人たちによるコミュニケーション活動にお

いては、文化の相違による様々な誤解が生じる可能性がある(石井 1997)。そのため、「断

り」を日本語教育で扱う際には文化の相違にも留意しながら指導する必要がある。 
断りに関する先行研究では「提案」「勧誘」「物の貸し借りの依頼」に着目した対照研

究(ルンティーラ 2004、伊藤 2009、成田・成田 2010 等)は数多く見られるが、「手伝って

ほしい」という依頼に対する断りを扱った日タイ対照研究はまだなされていない。また、

量的分析・質的分析手法をとった研究は管見の限り少数に留まっている。  
そこで、本稿では「手伝うことの依頼」に対する断り、特に重い依頼の場面を取り上

げ、ロールプレイデータを用いて、日本語母語話者およびタイ語母語話者が用いる意味公

式(Beebe, Takahashi and Uliss-Weltz 1990)の違いを明らかにすることを目的とする。 
 

2. 先行研究 

日本語とタイ語における依頼と断りを考察した主要な先行研究として、堀江(1995)、
ルンティーラ(2004) 、伊藤(2009)、 成田・成田(2010)の研究が挙げられる。 

依頼会話に関する日タイ対照研究を行った堀江(1995)によると、日本語の依頼表現は、

定型表現でも、丁寧さのバリエーションが豊富であり、状況や依頼の内容、あるいは相手

との関係に応じた適切な表現が要求される。一方、タイ社会における依頼表現は親しい間

柄であれば、面倒な前置き抜きにすぐ本題に入るため、日本人にすれば、無礼だと感じら

れるが、目上の人に依頼する時は、タイ人も日本人同様、前置きなどの間接的な表現を使

って都合を丁寧に聞く。このような文化・価値観の違いは双方のコミュニケーションのス

タイルに大きく影響を与え、誤解の原因になりやすいと述べられている。 
提案に対する断りに関して調査を行ったルンティーラ(2004)は、ロールプレイデータを

用い、日本語・タイ語母語話者とタイ人日本語学習者が用いる意味公式の出現順序パター

ンに焦点を当てて分析を行っている。結果として、日本語もタイ語も{理由}が多用され、

タイ人は親疎関係を、日本人は上下関係を考慮して断り方を選択すると報告している。伊

藤(2009)は、ロールプレイデータを用いて、ジャワ語、インドネシア語、マレーシア語、

タイ語の母語話者を対象に、勧誘に対する断りを発話の順序の観点から分析し、タイ語は
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相手との親疎関係に関わりなく、目上の相手の場合は{理由}+{詫び}、同等の相手の場合は

{結論}+{理由}の順に発言すると述べている。成田・成田 (2010)は、ロールプレイデータを

用いて「申し出に対する断り」表現における意味公式の使用の違いを研究し、{理由}が最

も多いことは日タイ両者に共通しているが、日タイの違いとして、日本語が直接的である

のに対してタイ語は間接的であるということを指摘している。 
先行研究においては、「手伝うことの依頼」に対する断りにおいて、日本語・タイ語母

語話者が用いる意味公式の違いに焦点を置いたものは管見の限りまだない。「手伝うこと

の依頼」は恩恵授受関係のある言語行動であり、依頼に対して断りがなされた場合は、依

頼者を失望させたり、困らせたりする可能性がある。また、依頼を断った人は思いやりが

ない人だと判断されるかもしれない。このように「手伝うことの依頼」に対する断りは人

間関係に強い影響を与える可能性があることから、研究する必要性があると考える。

 
3. 研究方法  

3.1  調査方法 

調査の手段としては、大量のデータを収集することにより特徴や傾向を観察することが

できる談話完成テスト(DCT)を使用した。場面設定においては、Brown and Levinson(1987)
のポライトネス理論を参考にし、「親疎関係」「上下関係」「負担の度合い」の 3 つの要

因に基づき、8 つの場面を設定した。そのうち、本稿は自分と同等の立場の人からの重い

依頼に絞り、分析する。場面設定は親しい友達、あるいは 2～3 回程度挨拶したことのある

同級生に、英語の文章を日本語/タイ語に翻訳することを頼まれるという重い依頼を設定し

た。DCT は日本語版とタイ語版があり、以下は日本語母語話者向けの DCT である。 

場面: あなたの友達 同級生は英語のレポートを書いています。提出の締め切りは来週です。ですが、友達 同級生は

英語があまりできないので、英語がよくできるあなたに 3-4枚ぐらいの英語の文章を日本語に翻訳してくれないかと

依頼してきました。来週、あなたは中間テストがあります。テスト勉強しなければなりません。その時、あなたは

どう言いますか。 
1.依頼者：親しい友達 
友達： ねえねえ、ちょっと手伝ってほしいことがあるんだけど。 
あなた：何？ 
友達： 実は、今英語のレポートを書いていて…資料は全部集めたんだけど、 

英語があまりできないから、来週までに完成できるかどうか本当に心配で…。 
あなた：それは大変だよね。 
友達： 今日、時間があれば、いっしょに英語の文章を日本語に翻訳してほしいなあと思って。 

3-4 枚ぐらいなんだけど、何とかお願いできないかなあ？ 
あなた： 

 
2.依頼者：2～3回程度挨拶したことのある同級生 

同級生：すみません、ちょっと手伝ってもらいたいことがあるんですが。 
あなた：何ですか？ 
同級生：実は、今英語のレポートを書いているんですが…資料は全部集めたんだけど、 

英語があまりできないから、来週までに完成できるかどうか本当に心配で…。 
あなた：それは大変ですね。 
同級生：今日、時間があれば、いっしょに英語の文章を日本語に翻訳してほしいんですけど、 

3-4 枚ぐらいなんですが、何とかお願いできないでしょうか？ 
あなた：  

調査協力者は日本語母語話者1 (以下「JJ」)、タイ語母語話者2 (以下「TT」)それぞれ 100
人の合計 200 人で、協力者の年齢は 18～23 歳である。調査は 2017 年 2 月～3 月中旬にかけ



－ 120 －

『日本語・日本文化研究』第 28 号（2018）

てタイのチェンマイとバンコク、および大阪で実施した。DCT 実施に加え、日本語母語話

者 47 名、タイ語母語話者 65 名に断り方の選択に関する意見についてフォローアップイン

タビューを行った。なお、回答には調査地の方言による影響が存在する可能性があるた

め、本稿の結果が日本語・タイ語の一般的な傾向であると言えるかどうかについてはさら

にデータを増やして検証する必要がある。 
 

3.2  分析方法 

分析には意味公式(semantic formulas)を用いる。本研究で用いる意味公式は Beebe, 
Takahashi and Uliss-Weltz(1990)、伊藤(2009)と李(2013)の意味公式と調査の結果を参考に

し、修正を加えたものである。まず DCT に書かれた断り文を、意味機能ごとに分類し、あ

る意味公式を使用したら 1、使用しなかったら 0 とカウントした。その後、回答者全員に

対する意味公式を使用した回答者の人数を百分率で換算して出現率とした。なお、意味公

式は{ }で表記する。以下は収集された回答例について、意味公式による分析を行った例で

ある。 
 

回答例 1：ごめん、俺も中間テストがあって、力添えできないかも。 
                   {詫び} {理由の内容}   {結論} 
 

回答例 2：เอ่อ  มงีานตอนทีกู่ไมว่่างตลอด  มงึกท็ าเองด ิ 

            {否定的反応}          {非難} {行動指示} 
                (和訳：{否定的反応} ə̀ə、忙しい時に、いつも頼みに来るよね。自分でやれ!) 
 

本研究で用いる意味公式は表 1 の通りである。表中の回答例は日本語とタイ語の両方で

同じ意味の回答があったものを併記したものである。ただ、⑭{冗談}はタイ語でしか回答

がなかったため、それに対応する日本語訳を括弧で付している。場面ごとに JJ と TT が用

いる意味公式の出現率の有意差、および各言語での親疎による出現率の有意差について、

カイ二乗検定を行う。有意差が見られた場合は、どの意味公式の出現率に有意差が見られ

るかを検証するために、残差分析を行う。 

表 1 本研究で用いる意味公式 

意味公式 意味機能 回答例 
①結論 依頼に応じるのが不可能であるこ

とを示す。 
無理だよ/  きついわ/  難しいかも/  できへんわ(できないよ) 

คงช่วยไมไ่ดอ้ะ / ไมไ่ดห้วะ / ช่วยไมไ่ดจ้รงิๆ 
②行動指示 依頼に応じず、被依頼者が依頼者

に自分で行動するように言う。 
自分で頑張ってね/ 自分でやろ/ 自分でやってくれ 

มงึท ำเองด ิ/ ท ำเองละกนันะ / ลองท ำเองดนูะ 
③詫び 相手の意向に沿えないことに謝り

の気持ちを表す。 
すみません  /ほんまにすまん/  ごめん/ごめんなさい/ 悪いな 

ขอโทษนะ/  ขอโทษดว้ย/ โทษท/ี โทษทหีวะ/ โทษนะมงึ/ ซอรี ่
④理由 相手の意向に沿えない理由を説明

する。 
 

a)         理由の内容3 相手の意向に沿えない理由の内容

だけ述べる。 
俺は中間テストがあるので 

อำทติยห์น้ำมสีอบอะ 
b)       理由の内容+

説明 
理由の内容に加えて、その理由に

関する説明も述べる。 
俺もテストがあって、よくテスト勉強しないと死にそう。 
อำทติยห์น้ำทสีอบอะ  ถำ้ไมอ่่ำนแยแ่น่ๆ 
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⑤積極的代案提示  依頼に応じず、被依頼者が問題解

決の方法として自分から積極的な

働きかけを提案する。 

(私が)別の人に聞いてみるね /  手伝えそうな人を紹介するね 
เดีย๋วกถูำมคนอื่นใหน้ะ / เดีย๋วเรำแนะน ำเพือ่นทีใ่หน้ะ 

⑥消極的代案提示  依頼に応じず、被依頼者が自分以外の

人に依頼するように提案する。 
別の人に当たってみて/  ほかの人に頼んでくれる? 

ไปถำมคนอื่นแลว้กนันะ / ไปถำมคนอื่นไดป่้ำว 
⑦条件提示 依頼を引き受けることのできる条

件を提示する。 
チェックならできるけど/分からないことがあれば、言ってください 

แปลเองก่อน เดีย๋วเรำช่วยตรวจใหไ้ดน้ะ/ ไมเ่ขำ้ใจตรงไหน ถำมไดน้ะ 
⑧約束 次回協力することを述べる。 また今度時間があれば、できる限り協力するね 

ถำ้มโีอกำส ไวค้ร ัง้หน้ำละกนันะ 
⑨否定的反応 依頼に返答する前に、断り発話を

予想させるような反応をする。 
  

a) 間投詞 間投詞で否定的な反応をする。 ちょっとー / うーん / あのー / んー/ ああ / えー 

เอ่อ.. / อึม่.../ เฮย้... / คอื...   
b) 呼びかけ4 呼びかけの間投詞または呼称詞で

否定的な反応をする。 
*TT のみ* 

呼びかけの間投詞の例：เฮย้/เหย้ (hə́əi)  
呼称詞の例：มงึ/แก/เธอ (mɯŋ/ kɛɛ/ thəə) [二人称代名詞] 
 

⑩理解 相手の話を理解したことを示す。 そうか 

อ่อ/ ง ัน้เหรอ/ เหรอมงึ / เหรอวะ 
⑪驚き 驚きの感情を表す。 へえ 

หำ / จรงิด/ิ  อ่ำวจรงิด/ิ โห 
⑫情報確認 相手が言ったことを確認する。 来週？ 

อำทติยห์น้ำหรอ 
⑬共感 相手の意向に添いたい心情を表明

する。 
協力したいけど/ 手伝いたいんだけど 
กอ็ยำกช่วยนะแต.่... 

⑭冗談 
 

相手をからかう。 
*TT のみ* 

เรำรูจ้กักนัตอนไหน ลอ้เลน่  
(知り合いだったっけ？冗談！) 
พำกูไปเลีย้งขำ้วดว้ย 

(俺にご飯をおごってね。)  
⑮励まし 相手を励ます。 

*JJ のみ* 
お互いに頑張ろう/ 頑張ってね 

⑯非難 相手を非難する。 3,4 枚は人に頼む量じゃないよ！ 
3,4หน้ำเยอะไปนะ 

 
4. 談話完成テストの分析結果 
本節では、親と疎の同等からの重い依頼に対する断りの場面において、JJ と TT が用い

た意味公式の出現率の場面ごとの比較、および各言語での親疎による比較を行う。 
 
 

4.1 各場面における JJ と TT の意味公式の出現率の比較 

4.1.1 親しい同等からの重い依頼 の場面  

図 1 は親しい同等からの重い依頼を断る場合に、JJ と TT が用いた意味公式の出現率を

比較するものである。 
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図 1 親しい同等からの依頼：JJ・ TT の比較 

JJ と TT の間に意味公式の出現率に有意差があるかどうかカイ二乗検定を用いて検定し

た。なお、{理由}については{理由の内容}と{理由の内容+説明}に分けて検定した。その結

果、有意差が見られた (χ2(14)＝113.79, p<.05)。残差分析を行ったところ、有意差が見られ

たのは{結論}(Z=3.66)、{詫び} (Z=3.66)、{理由の内容}(Z=2.42)、{理由の内容+説明} 
(Z=3.25)、{条件提示}(Z=6.47)、{否定的反応}(Z=2.98)、{冗談}(Z=2.51)、{励まし} (Z=2.11)
である。 

 
JJ と TT の意味公式使用の相違点を以下の 7 点にまとめる。 

(1)JJ は{結論}を多用している(56%)が、TT はほとんど使用しない(11%)。 
例① ごめん、俺も中間テストがあって、力添えできないかも。 
例② พอดวีนัอำทติยห์น้ำมสีอบ คงชว่ยไม่ได ้แต่ชว่ยตรวจใหไ้ดน้ะ ขอโทษท ี

(和訳：来週に試験があって、(翻訳の)手伝いはできないかも。でも、チェックなら、 
             できるよ。ごめんね。) 

 
(2) JJ は{詫び}の出現率が高い(70%)が、TT における出現率は JJ の約半数である(34%)。 
 
(3) JJ と TT はいずれも{理由}の出現率が高い。しかし、詳細を見ると、JJ は{理由の内容+
説明}(20%)と比べて{理由の内容}(71%)の出現率が大幅に高く、一方、TT は{理由の内容}
が 54%、{理由の内容+説明}が 43%と両者で大差がない。さらに、説明の内容について、JJ
は「テストがある」という理由の内容に加えて、「時間が無い」のように時間的に都合が

悪いという説明をすることが多い。しかし、TT は「まだ試験勉強を始めていない」「点数

が悪かったら困る」「読む内容が多くて、急がないと間に合わない」のように、心理的負

担を強調する特徴がある。 
例③ 本当にごめんやけど、私、来週厳しめの中間テストがあって、時間的に余裕が  

なくて、手伝えそうにない！！ごめんよ！ 
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例④ อำทติยห์น้ำกมูสีอบ ยงัไม่ไดอ้่ำนเลย มงึลองแปลเองก่อน แลว้เดีย๋วกเูชค็ให ้
           (和訳：来週に試験がある。まだ試験勉強を始めていないんだ。 

           とりあえず、自分で翻訳してみて。後で私がチェックしてあげる。)
例⑤ เอ่อ กกูม็สีอบกลำงภำคเหมอืนกนันะ ถำ้คะแนนไม่ดนีี่ยุง่เลย โทษทนีะ มงึท ำเองละกนั 
        (和訳：{否定的反応：間投詞}ə̀ə、試験があるんだ。点数が悪かったら困るよ。 

悪いけど、自分で頑張ってね。) 
例⑥ ขอโทษนะมงึ กมูสีอบอำทติยห์น้ำ ตอ้งอ่ำนหนงัสอื มนัเยอะมำก กลวัอ่ำนไม่ทนั 
    (和訳：ごめん。来週試験があって、試験勉強しないといけないんだ。 

  読む内容が多くて、急がないと間に合わないから、それが心配で。) 
 
(4) JJ は{条件提示}(4%)をほとんど使用しないのに対して、半分近くの TT(47%)は使用して

いる。回答例を見ると、TT は「翻訳の枚数を交渉する」「翻訳したものをチェックする」

「翻訳ができないところを教える」「電子辞書を貸す」といった、自分が手伝える様々な

方法を提示している。 
例⑦  私もテストあって、できないかも。チェックならできるけど。 
例⑧ หำ อำทติยห์น้ำตอ้งสอบแลว้ งัน้กชู่วยแปล 2 บรรทดัละกนั 

       (和訳：{驚き}hǎa、私、来週試験があるんだ。じゃあ、内容を2行翻訳してあげるね。) 
 
例⑨ มงึ กเูกลิทรำนสเลทม ีกโ็ยนเขำ้ไปด ิอนัไหนแปลกๆ เดีย๋วกชูว่ยดใูห ้

 (和訳：(否定的反応：呼びかけ)mɯŋ、google translateもあるよ。使ってみなよ。

おかしい言葉が出たら、俺がチェックしてあげる。) 
例⑩ โทษทวี่ะมงึ กมูสีอบเหมอืนกนั ยุ่งมำก เดีย๋วกใูหย้มืทอลค์กิง้ดกิละกนั 
     (和訳：ごめん。俺も試験があって、とても忙しい。じゃあ、電子辞書を貸して 

あげるね。) 
 
(5)TT は{否定的反応}の出現率が 42%であるが、JJ における出現率は TT の約半数である

(21%)。 
 
(6) TT は{冗談}(6%)を言う特徴がある。「翻訳の枚数を交渉する」{条件提示}の後に、

「ご飯や酒をおごってほしい」という冗談が見られる。しかし、JJ には見られなかった。 
例⑪ เอ่อ กมูสีอบอำทติยห์น้ำ งัน้ช่วยแปลซกั1หน้ำกไ็ด ้แปลเสรจ็เลีย้งเหลำ้กดูว้ย 
             (和訳：{否定的反応：間投詞} ə̀ə、俺は試験があって、試験勉強するんだ。 

     でも、1 ページぐらいならしてあげる。終わったら、お酒をおごってくれ。) 
例⑫ ช่วงนี้กไูม่ค่อยว่ำง มสีอบอำทติยห์น้ำเหมอืนกนั ขอแปลหน้ำเดยีวละกนันะ เลีย้งขำ้วกดูว้ย 
            (和訳：今はちょっと忙しい。僕も来週試験があるんだ。1 ページなら翻訳してあげ  

るね。終わったら、ご飯をおごってくれ。) 
 

(7)発話を終える前に、JJ は{励まし}(5%)を言う特徴がある。しかし、TT には見られなか

った。 
例⑬ ああ、私も中間テストがあるから、手伝えないわ。一緒に頑張ろう! 
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4.1.2  親しくない同等からの重い依頼 の場面  
続いて、図 2 は親しくない同等からの重い依頼を断る場合の JJ と TT の出現率の比較で

ある。  

  

 

 

図 2 親しくない同等からの依頼：JJ・ TT の比較 

JJ と TT の間に意味公式の出現率に有意差があるかどうかカイ二乗検定を用いて検定し

た結果、有意差が見られた (χ2(14)＝39.77, p<.05)。残差分析を行ったところ、有意差が見

られたのは{結論}(Z=3.14)、{励まし}(Z=2.15)である。 
 
JJ と TT の意味公式使用の相違点を以下の 3 点にまとめる。 

(1)JJ は{結論}の出現率が 44%であるのに対して、TT はわずか 18%である。 
例⑭ すみません、来週テストがあります。協力できそうにないです。 
例⑮ เอ่อคอื ไม่ไดห้วะเพื่อน กมูสีอบ ขอโทษดว้ย 

     (和訳：{否定的反応：間投詞} ə̀ə khɯɯ、無理だな。テストがあるから。ごめんね。) 
 
(2)JJ(9%)と TT(15%)の{条件提示}の出現率を比較してみると、大きな差が見られなかっ

た。「相手が翻訳したもののチェック」「翻訳について助言する」などの条件を提示する

が、TT は親しくない人に電話番号、Line、Facebook のような個人の連絡先を教えるところ

まで、協力できる限りの協力の方法を提案することが見られるのに対して、JJ はこのよう

な提案の方法は全く見られなかった。 
例⑯ ごめんなさい。来週テストがあるので、手伝う時間がなさそうです。 

もし何かできなかったことがあったら、言ってください。 
例⑰ เคำ้ขอโทษนะ ช่วงนี้เคำ้ไม่ค่อยว่ำงเลย ลองแปลเองก่อน ถำ้ไม่ได ้สง่ไลน์ทิง้ไว ้เดีย๋วเคำ้จะตอบไปนะ 

   (和訳：ごめん、余裕があまりないんだ。とりあえず、自分でやってみて。

翻訳ができないところがあれば、Line でメッセージを送ってくれる？

余裕があったら、後で答えてあげるよ。) 
 
(3) {励まし}(5%)で発話を終わらせることが JJ の特徴である。 
例⑱ 私もテストが迫ってて、勉強しなくちゃいけないのよ。互いに頑張ろう！ 
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4.2 各言語での親疎関係による意味公式の出現率の比較 

4.2.1 日本語母語話者の場合 

次に親しい同等と親しくない同等の場面の意味公式の出現率を比較する。図 3 に JJ の結

果を示す。  

  
 

 

図 3 日本語母語話者：親疎関係による意味公式の出現率の比較 

JJ の場合、親疎関係によって意味公式の出現率に有意差があるかどうかカイ二乗検定を

用いて検定した結果、有意差が見られた(χ2(13)＝46.53, p<.05)。残差分析を行ったところ、

有意差が見られたのは{行動指示} (Z=2.89)と{非難}(Z=2.83)である。 
 

(1){行動指示}は親しい同等の場面では 1 割(11%)であるのに対して、親しくない同等の場

面では 1%しか出現していない。 
例⑲(親) すんません、俺はテスト勉強したい。自分の課題は自分でやろ！ 

 
(2){非難}は親しい同等の場面では約 1 割(8%)であるのに対して、親しくない同等の場面で

は全く見られなかった。 
例⑳(親)  テストがあるので、自分でやって。分量的にも人に頼める量じゃないやろ。 

 それ時給発生するよ。 
 
4.2.2 タイ語母語話者の場合 
続いて、図 4 に TT の結果を示す。  

  
 

図 4 タイ語母語話者：親疎関係による意味公式の出現率の比較 
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TT の場合、親疎関係によって意味公式の出現率に有意差があるかどうかカイ二乗検定を

用いて検定した結果、有意差が見られた(χ2(14)＝55.25, p<.05)。残差分析を行ったところ、

有意差が見られたのは{詫び} (Z=4.64)と{条件提示} (Z=4.01)である。 
 

(1){詫び}は親しい同等(34%)より親しくない同等(73%)のほうが出現率が高く、39 ポイント

の差が見られる。 
例㉑(疎) เรำขอโทษ เรำไม่วำ่งเลย อำทติยห์น้ำเรำมสีอบอะ ขอโทษจรงิๆ 
          (和訳：ごめんなさい、全然余裕がない。来週テストがあるんだ。本当にごめん。)

 

(2){条件提示}は親しい同等のほうが親しくない同等より出現率が高い傾向が見られる。

{条件提示}の内容を見ると「翻訳の枚数を交渉する」「翻訳したものをチェックする」

「助言」などの様々な方法のバリエーションが見られる。 
例㉒ (親) หำ อำทติยห์น้ำตอ้งสอบแลว้ งัน้กชู่วยแปล 2 บรรทดัละกนั 

     和訳：{驚き}hǎa、私、来週試験があるんだ。じゃあ、内容を2行翻訳してあげるね。) 
 
例㉓(親)  คอื...  กตูอ้งอ่ำนหนงัสอืสอบหวะ งัน้ลองแปลเองกอ่น ตรงไหนไม่ไดเ้ดีย๋วกบูอกมงึ 

    (和訳：{否定的反応：間投詞}khɯɯ...、試験勉強するんだ。自分で翻訳してみて、

できない部分があったら、俺が教える。) 
 

 
5. 結果の考察とまとめ 

前節での DCT のデータの分析結果について、フォローアップインタビューの結果を踏ま

えて、JJ と TT の意味公式の使用における相違点を考察する。 
(1)JJ は{結論}を多く使用する傾向が見られたのに対して、TT はそれほど多くなかっ

た。日本人が直接的断りを多用するという点については、成田・成田 (2010)と同様の結果

が見られた。フォローアップインタビューにおいて、JJ は「断りの時、誤解されないよう

に、手伝えるかどうかについての{結論}をはっきり言うことは重要である。誤解されてし

まった場合、将来の信頼関係に強い影響を与える」、一方で TT は「直接的断りは相手の

気持ちを傷つけてしまう言い方である」という考えを述べており、JJ と TT の断りに対す

る考え方の違いが意味公式の選択に影響を与えているのではないかと考えられる。 
 (2)JJ は{詫び}を多く使用している一方、TT は親疎関係によって出現率が異なり、親し

い人よりも親しくない人に対して詫び}を多く使用していた。JJ の意見では「{詫び}を用い

るのは相手との良好な関係を維持したり、相手の気持ちを配慮したりするため」である

が、TT の意見では「{詫び}を述べることによって距離を感じる」とするものが目立った。 
(3)両言語とも{理由}の出現率が最も高いという共通点がある。しかし、詳細を見ると、

JJ は時間的に都合が悪いという説明が多く、TT は心理的負担を強調する特徴がある。 
(4)JJ は{条件提示}をほとんど使用しないのに対して、TT は親しい人に対しては使用す

る傾向が見られた。JJ の意見では、「頼みごととは相手に迷惑をかけ、負担を感じさせる

行為である。友達は、いつも互いに助け合う関係にあるわけではない。自分のことなら、

できる限り自分でやるべきである」という意見が多かった。しかし、TT においては、「互
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いに助け合うのは当たり前のことである。友達を手伝わないと、思いやりがないと言われ

たり、怒られたりする恐れがある」という意見が多かった。 
(5) TT は{冗談}を言う特徴があり、「ごはんをおごってほしい」という冗談が多く見ら

れた。TT の意見の中には、「友達だから互いに助け合うのは当然のことである。しかし、

翻訳のような重い依頼は、自分の時間と労力を割かなければならない作業である。無料で

手伝ってあげるのは大変だが、思いやりはお金で買うものではないので、友達に時給を要

求するのはよくないことだと思う。そこで、時給の代わりに、ご飯やお酒をおごってもら

いたいということを伝える。ただ、本当におごってもらいたいというわけではなく、おご

ってもらったら、ありがたく感じる程度だ」とするものもあった。 
(6){励まし}は JJ にしか見られなかった。「互いに頑張ろう」「一緒に頑張りましょう」

などの言語形式を見ると、動詞の意向形の前に「お互いに」「一緒に」が付加されてお

り、困った状況に陥っている人は依頼者のみでなく、被依頼者も同じような状況下に置か

れていることを伝えようとしていると考えられる。 
以上の JJ と TT の相違点から、考え方や文化の違いにより、両言語の話者が接触する際

には、双方の誤解を招く恐れがあると考えられる。日本語の授業でタイ語を母語とする学

習者に会話を指導する際には、本研究で得られた知見を利用して日本語母語話者が実際に

使う様々な断り方の説明を追加し、同じ場面でもタイ語母語話者と日本語母語話者の断り

方が違うということを学習者に意識させれば、日本語母語話者の考え方や文化の違いなど

を理解することができ、異文化間コミュニケーションにおける誤解や摩擦が減ることにつ

ながると思われる。 
本稿では同等からの重い依頼を中心に、日本語母語話者とタイ語母語話者が用いる意味

公式の違いを分析したが、場面が限られているので、意味公式の分析としては不十分な点

もある。今後は、他の場面についても分析し、さらに複数の意味公式の組み合わせがどの

ように JJ と TT で出現するかについても明らかにしたい。 
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1 日本語母語話者 100 名の性別の内訳は、大阪大学の大学生(男女それぞれ 50名)である。すべてタイ語を専攻としない

学生である。 
 
2 タイ語母語話者 100 名の性別の内訳は、チェンマイ大学の大学生(男女それぞれ 25名、合計 50名)とラジャマンガ

ラ・ラタナコーシン技術大学の大学生(男女それぞれ 25名、合計 50名)。すべて日本語を専攻としない学生である。 
 
3 
先行研究では{理由}を{理由の内容}{理由の内容+説明}に分けていないが、本研究の結果では、日本語母語話者とタイ

語母語話者は理由説明の述べ方が異なるため、2つに分けた。日本語母語話者は理由を簡潔に説明する特徴が見られる

のに対して、タイ語母語話者は理由の内容に関わらず、その理由に関して詳しく説明する傾向がある。このような理由

説明の述べ方を明確に区別するために、理由を{理由の内容}と{理由の内容+説明}に分けた。 
 
4 「呼びかけ」は断りの際、依頼に応じられないことに対する残念な気持ちを表し、これから断りを言うサインを伝え

る機能を果たしている否定的反応の一種類である。「呼びかけの間投詞」と「呼称詞」の 2種類に分けた。「呼びかけ

の間投詞」เฮย้/เหย้ (hə́əi)は、人が来るように呼びかける時に、けんかを売る時、断りなどの様々な場面に使われる。人

が来るように呼びかける時、喧嘩を売る時、高くて短い声で相手を呼ぶ。断りの時に、甘えるような声で相手を呼ぶ。

同等に対して、使うことが多い。例：เฮ้ย โทษทหีวะ อำทติยห์น้ำกูมสีอบกลำงภำคพอด ี(和訳：(呼びかけの間投詞)hə́əi、ごめ

ん。俺も来週に試験あるんだ。) 次に、「呼称詞」は 相手の職業や、二人称代名詞や、蔑称語である。発話時に、

相手の社会的地位、職業などの上下関係や、対等関係や、親疎関係によって、言葉を使分ける。断りの際、低くて長い

声を伸ばし、甘えるような声で相手を呼ぶ。例：มึง  กูไมว่ำ่ง ง ัน้แปลครึง่หน้ำละกนันะ   (和訳：(親しい同等に対する二人称

代名詞の呼称詞) mɯŋ、暇がないよ。じゃあ、1ページの半分翻訳するね。) 

 

                                                           




